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Inspection windows make up a large display – An easy-to-use multiple display integration system

Masafumi Ueda, Graduate School of Information Science and Technology, The University of Tokyo
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夏のプログラミング・シンポジウム 2007 報告

2007年夏のプログラミング・シンポジウムは「First Programming Languages プログラミング言語の実力
と美学」というテーマで, 8月 8日 (水)～10日 (金)に信州上山田温泉ホテル清風園で開催した. (2005年 9
月の夏のシンポジウムも同じ清風園であった.)

まずその趣意書には

近頃「情報科学離れ」をよく耳にします. その前に「プログラミング離れ」があるのではな
いでしょうか. 計算機の恩恵を受けるには, プログラムを書かなければなりません. そういうプ
ログラミングの前に, プログラムを書くこと自体が楽しい作業であるということが, 悲しいこと
に忘れられつつあります. プログラムを書かずに使うパソコンは, 宝の持ち腐れです.

プログラミング言語の提供する機能を充分に活用し, 解決したい問題を美しく書き上げる知
的活動の存在をもっと知って欲しい, もっと広めたい. そのような願いを込め, シンポジウムで
は初心者でも楽に使え, 実用的な問題も直ぐに解決できるプログラミングにつき, 言語とプログ
ラムをめぐって討論したいと考えました.

と書いた. 今回は全員発表とした. 約 20件の通常発表と, 夜のプログラミング言語応援演説である. 応援演
説の方は出来ればその言語でカレンダーのプログラムを書くことにした.

通常発表の話題には以下のような例を載せた.
・Computer Programmingは本当に Artか.

・分かりやすく, 能率よく, 見た目も美しいプログラムを書く訓練法.

・初心者に, プログラミングの本質を一目で分からせるにはどうするか.

・Dijkstraのプログラムのエレガンス, 精神を伝えるには どうすべきか.

・「Bach First Lessons 16 Short Pieces for Piano」のプログラミング版を作る.

・ACM ICPCのように, 短時間で答だけ合えばよいというコンテストの是非.

・大学の入学試験で今でも BASIC風の言語しか使われないのは問題だ.

・プログラミングの "Art & Crafts" 対 "Scientific Discipline".

・効率改善の経験談 (高速化, 短小化).

・人生を変えたプログラミング言語.

・特定のプログラミング言語に惚れる理由.

・自分にとって一番大事なプログラミング言語.

・一番素敵に見せられる言語, 一番見てくれがきれいな言語.

・今後はどういうプログラミング言語が作られるか，作りたいか.

・インスタントプログラミング.

・ゴルファー: いかに短い文字数でプログラムを書くか.

・あっと驚くアルゴリズム (A’stonishing Programming).

こうして通常発表 20件, 応援演説 21件が集まった. 発表も応援演説もしないのが 1人で参加者は 42名で
あった. 特筆すべきは高校生が 1人参加したこと, 数日前に都内であった Light Language Spiritの参加者
が何人も来たことであった.

通常発表についてはこの報告集に論文があるので, そちらを見て欲しい. 萩谷君の Excelでカレンダーを書
くのは面白かった. でももっとまともなプログラミング言語があるのになぜ?と思った. 角田君は最近の学
生がプログラミングが苦手な理由を検討している. 三廻部君は ICPCのような短時間プログラミングでも,
読みやすくいいプログラムが書けると主張する (本当か).

応援演説でもカレンダーを書いて貰ったが, ruby陣営は最初から require ’date’と書いてしまうので, 閏年
の計算アルゴリズムを工夫せず, 他人任せにしてしまった.

obfuscated programming languageという恐ろしいものも知った. WhitespaceとUnlambdaである. BrainF*ck
は難解プログラミング言語で, これらではついにカレンダーは出来なかったようだ.
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Logoでカレンダーを書くのも大変そうであった. 数字の出力はディジタル時計のような 7セグメント LED
の形を亀で書こうというのであった. きっと地上絵のようなカレンダーが出来るのだろう.

竹内君のカレンダーは資料はなかったが, 火星用などもある規模雄大な宇宙カレンダー構想であった. これ
については「明日に向かってプログラめ!!」に紹介がある.
http://rikunabi-next.yahoo.co.jp/tech/docs/ct_s03600.jsp?p=001157

カレンダー用の ICを作ったという報告もあった.

久しぶりに夏の幹事を引き受けた. 昔は 2人くらいでやっていたのに, いまは幹事が大勢いて, 当日以外は
結構楽な仕事になっている. 自己推薦で幹事になった伊知地君がご存じのとおり世話焼きなので, 彼からの
メイルの発信件数も断トツで, 伊知地君に追いまくられて準備が進んだという感じであった.

いろいろな業務を分担した幹事の皆さん, ご苦労様でした.

2007年 夏のプログラミング・シンポジウム幹事団
幹事長　　和田 英一

伊知地 宏
齊藤 正伸
笹田 耕一
繁冨 利恵
山下 伸夫




